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登録リスト（該当：412件）
  ≪  1  2  3  4  5  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 山家神社]	山家神社	上田市真田町長にある山家神社です。「白山大権現（はくさんだいごんげん）」と称えられ、ご利益としては上田城鬼門除けの神として広く信仰されています。	2022-12-05
	2	[image: 上田城]	上田城	真田幸村で有名な上田城。二度にわたる徳川軍を退けた難攻不落の城と呼ばれている。大河ドラマの「真田幸村」や「サマーウォーズ」のモデルとしても知られ、多くのファンから人気の観光スポットにもなっている。春に行ったときは桜が満開で川に移る姿や楽し気な屋台の列が印象的でした。奥に進むと結構大きな神社もあって素敵な場所でした。	2022-12-05
	3	[image: 市街地方面の寺院、神社]	市街地方面の寺院、神社	やはり城下町らしく、この地を治めた真田氏に縁あるものが多い。欧州ではキリスト教、東洋で仏教、そして日本の神道。古来より信仰というものは人々の生活の隣にあるものだった。信仰のあり方はその地域の生活のあり方ともいえる。歴史を紐解くうえで貴重な材料となり得るものである。（今回キリスト教を取り上げなかったのは、ここいら一帯はキリシタンが現れた時期が遅かったと考えられるためである。）	2022-12-04
	4	[image: 願行寺]	願行寺	浄土宗の寺院、願行寺。設立には海野小太郎が関わっており、入り口の四脚門は市の指定文化財に登録されている。
古くは真田昌幸が上田城下町を作る際に海野郷から城に近い厩裏町に移され、その後息子の真田信之によって現在地に移された。
それにしても、「願い行く寺」ってなんかいいですよね。	2022-12-04
	5	[image: 高市神社]	高市神社	海野町の通りにある神社。祭神は「大国主（オオクニヌシ）神」、「事代主（コトシロヌシ）神」。大国主神は大黒天、事代主神は恵比寿神として七福神にも数えられる。
この神社は海野町の商いの神様である。
境内には「運の石」という石があり、開運と悪運除けがご利益。真田昌幸が上田城築城の折に白鳥神社から霊力宿る石を授かった。それがこの神社のご神体。そして、その石に縁ある石を高野山から持ってきて運の石とした。	2022-12-04
	6	[image: 日輪寺]	日輪寺	曹洞宗の寺院、「日輪寺（にちりんじ）。浅間山大噴火の犠牲者を弔うための像や、道元禅師（曹洞宗の開祖）の像や観音堂がある。この寺院は、1545年に真田氏の先祖・海野小太郎幸義公によって建てられた。	2022-12-04
	7	[image: 染谷城]	染谷城	染谷城は「大熊屋敷」とも呼ばれ、真田昌幸の重臣・大熊氏が上田城の東の守りを固めるために配置された城館と考えられている。	2022-11-30
	8	[image: 日輪寺]	日輪寺	天文14年（1545）真田家の先祖である海野小志廊幸義公によって創建された禅宗のひとつ、曹洞宗の寺院です。

海野家が没落すると後裔の真田家が庇護し真田昌幸が上田城に居城を移す際この地に移されたとされ、寺紋は真田家と同じ六文銭を掲げています。	2022-11-30
	9	[image: 月窓寺]	月窓寺	月窓寺は海野一族の真田幸隆公の弟、隆永公の開基です。
山門は竜宮門(鐘楼門)で天井には龍の鏝絵が描かれています。
境内には上田市出身の様式兵学者で知られる「赤松小三郎」の遺髪の墓があります。

写真にもあるように、千羽鶴がたくさんあってびっくりしました。	2022-11-30
	10	[image: 眞田神社]	眞田神社	　眞田神社は上田城本丸跡に鎮座しており、真田氏、仙谷氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としている。しかし、本来は松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平（しょうへい）神社と称していた。

　松平家は、真田氏、仙谷氏のあと、江戸時代中期から明治の廃藩に至るまで7代160余年の長きにわたる上田藩主であった。
　上田藩主となった系統の藤井松平氏の初代忠晴公は、隠退後は忠山と号した。寛文9年（1669）に亡くなった。忠山公の御墓所は京都の金戒光明寺にあり、京都に忠山公の御霊をまつる忠山社が設けられてもいた。これが眞田神社の起源となっている。

　明治維新の変革の中、国に接収された上田城もまもなく民間に払い下げられ、城跡は急速に桑園・麦畑などに変化していった。そのような情勢の中で、旧上田藩士や	2022-11-30
	11	[image: アリオ神社]	アリオ神社	　2021年12月28日にアリオ上田に設置された通称アリオ神社。本当の名前は「四阿流尾神社（あずまやりゅうおじんじゃ）」といい、上田市真田町長にある「山家神社」の分祀だそうだ。

　社の大きさは横68㎝、奥行き88㎝、高さ約100㎝で総ヒバ造り。真田町の建築業者が設計し、武石村の大工が建築した。

　山家神社の始まりは、食物の実り、郷の安寧、人々の無事を大きなしぜんのなかの一部として生かされていることに感謝し、祈りを捧げ掌を合わせたことである。
　主祭神は国造り、国護り神話の中心的な神である大国主神、対偶神の伊邪那伎神との国生み、神生みの伊邪那美神、伊邪那伎神が伊邪那美神を追って黄泉国に到り、そこから逃げ帰ろうとして、黄泉平坂で争った際、間に立って二神の調停をした菊理媛神である。

　神社の隣には	2022-11-30
	12	[image: 手織り　上田紬　小岩井紬工房]	手織り　上田紬　小岩井紬工房	上田紬は、400年ほど前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりと言われています。上田の気候や風土が養蚕に適していたことで、江戸時代には日本三大紬の一つとなりました。
上田紬の特徴は、丈夫なことです。この小岩井紬工房さんは創業以来手織り一筋で、上田紬独自の丈夫でしなやかな風合いを織りつむいでいます。
小岩井紬工房さんでは、工房見学、花瓶敷織体験、着尺や帯、小物の販売をしています。ぜひ行ってみてください！	2022-11-28
	13	[image: 真田十勇士]	真田十勇士	通った道沿いにいた真田十勇士たちです。10人探すために歩くだけでも十分な運動になりますし、一緒に旅をしている気分になります。	2022-11-27
	14	[image: 上田紬の歴史・特徴]	上田紬の歴史・特徴	上田紬は今から約400年前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりだそうです。
江戸時代には結城紬（茨城県・栃木県が主な生産地）、大島紬（鹿児島県が主な生産地）と並んで上田紬が日本三大紬のひとつに数えられました。

上田紬は手触りがよく、軽く丈夫で吸放湿性の高いことが特徴です。
また、縞と格子柄が特徴の上田紬は縦糸と横糸の重なりで様々な色や柄が生まれます。

小岩井紬工房さんで工房見学をさせていただき、上田紬についてお話を伺いました。
写真は小岩井紬工房さんで見学させていただいた際の写真です。	2022-11-13
	15	[image: 上田探検隊・中間まとめ]	上田探検隊・中間まとめ	私は、２日間の上田の体験を通して、上田の今まで知らなかった数多くの魅力に気付くことができました。私は、探検前は、上田は「真田丸がいた」というイメージが強く、逆にそれ以外の印象があまりありませんでした。しかし、真田丸以外の歴史も深く、その歴史に基づいた数多くの歴史的建造物にあふれているということに気付きました。まだ未発見である上田の魅力も多いと思うので、もっと上田について知りたいと思うようになりました。	2022-11-07
	16	[image: 上田探検隊・中間まとめ]	上田探検隊・中間まとめ	真田ゆかりの地であることは知っていたが、少し堅苦しいと感じていた。しかし実際上田を探検してみて、歴史的な町並みは残しつつも観光客を呼び込むためのまちづくりがなされていると感じた。特に海野町商店街は、商店街と聞くと古めかしい印象があったが、若い人向けのお店なんかがあっていいと思った。城下町であるため仕方ないかもしれないが、近隣の佐久市何かと比べて商業施設が少ないと感じる。歴史的建造物は残しつつ、観光客や新規の住人を取り込む街づくりをこれからも考えて行くことが課題だと思った。	2022-11-07
	17	[image: 千古の滝]	千古の滝	真田にある千古の滝という滝です。流れが非常に激しく勢いに圧倒されました。	2022-11-04
	18	[image: 上田を象徴する城]	上田を象徴する城	車をおりて一番最初に到着したのが上田城でした。大河ドラマ真田丸で一躍有名になり、今も広く地域の人に愛されている上田城。真田昌幸によって築城され、その後幾度の戦いでも陥落せず、その形を守り続けてきた。貫禄に溢れ、歴史を物語っていて雰囲気や城の創りに圧倒されました。地域の人達が歴史を大切にしていることがよく伝わりました。	2022-11-03
	19	[image: 真田]	真田	真田での一枚です。	2022-11-03
	20	[image: ]			2022-11-02
	21	[image: 石垣]	石垣	東虎口櫓門の石垣には真田石が用いられています。石垣ひとつとっても意味があるということを初めて知り、驚きました。	2022-11-01
	22	[image: 金昌寺]	金昌寺	曹洞宗
もとは武石村にあり、琴松寺と呼ばれていたそうです。真田昌幸が援助してこの地に移転し鳳林山金昌寺としたそうです。
曹洞宗のお寺ですのに聖徳太子を祀る太子堂があります。全国的にも珍しいことだそうです。浄土真宗のお寺には多くあるようです。	2022-11-01
	23	[image: 宗吽寺]	宗吽寺	上田駅から徒歩１０分にあるお寺
真言宗智山派
宗吽寺は、真田氏の祖とされる海野幸義ゆかりの日輪寺の隣に建つ。　道路脇に寺号標石を兼ねた門柱が立ち、切石敷の参道の奥に威厳を感じさせる鐘楼門が見える。	2022-11-01
	24	[image: 上田探検　まちなか　上田城]	上田探検　まちなか　上田城	ここは上田城です。歴史の偉人、真田幸村を輩出した真田氏の城であり、周囲は散歩コースとなっており、春は桜、秋は紅葉を楽しめる。上田城内は昔使われていた道具が展示されており、当時の上田城を堪能することができる。	2022-10-31
	25	[image: 杉並木古株]	杉並木古株	真田昌幸が上田城築城の際、城の西側にあたる秋和集落に267本の杉を植えたと伝えられています。このうち1本残った杉の木が史跡名勝天然記念物に指定されていたが、台風で倒れ今はこの古株から当時の杉並木を偲ぶだけとなっている。	2022-10-31
	26	[image: 上田城]	上田城	天正11年（1583）真田昌幸によって築城されました。
第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城と呼ばれています。
信州上田真田丸大河ドラマ館が併設しており、信州上田の主たる観光地として観光客でにぎわいます。	2022-10-31
	27	[image: 真田十勇士⑤]	真田十勇士⑤	⑨穴山小助
槍の達人
幸村の知恵袋＆影武者(容姿がにていたため)


⑩由利鎌之助
くさり鎌の名手
穴山小助にいけどりにされ、幸村の家来になる

この二つの像は見えないところにあるので探すのがおもしろかった。
また町中にある看板に十勇士がかかれていたが、像とは違うタッチでかかれていておもしろかった。	2022-10-31
	28	[image: 真田十勇士④]	真田十勇士④	⑦筧　十蔵
鉄砲の名手
大阪の陣で活躍
家康を狙撃するも失敗に終わる

⑧根津甚八
幸村と同じ格好をし影武者となり戦う
大阪夏の陣で討ち死する	2022-10-31
	29	[image: 真田十勇士③]	真田十勇士③	⑤三好伊三入道
清海入道の弟　
兄に負けず大男で怪力の持ち主　
大阪の陣で大活躍

像の位置が昔と違う

⑥望月六郎
火術が得意
幸村の側近として知恵を働かす	2022-10-31
	30	[image: 真田家が生む松代とのつながり]	真田家が生む松代とのつながり	　松代と上田のつながりとして、真田丸や真田幸村(信繁)で有名な上田にゆかりのある真田家が挙げられます。上田城主・真田昌幸の次男幸村(信繁)ではなく、長男にあたる真田信之が上田より松代に入部し、松代藩十万石は幕末まで治めてきました。
　ちなみに、今年2022年は信之の入部400年目の年だそうです。真田家家紋である六文銭を商標にしている六文銭合資会社の存在がつながりの証拠とも言えるでしょう。	2022-10-30
	31	[image: 真田十勇士②]	真田十勇士②	③海野六郎
比較的目立たないが十勇士のまとめ役であり、いなくてはならない存在
知略で徳川方を悩ませた。


④三好清海入道
像を見ただけではわからないが180センチで怪力の持ち主。
太い樫の棒を振り回し戦った。真田幸村の父と親戚。	2022-10-29
	32	[image: 上田城の堀の秘密]	上田城の堀の秘密	上田城の堀には1箇所欠けている部分があります。
これは建設当時、風水において縁起の悪い方角を無くす目的があったそうです。これがあったからこそ真田晶幸は徳川軍を退けることができたのかもしれません。	2022-10-29
	33	[image: 真田十勇士①]	真田十勇士①	上田の町中にある真田十勇士の像を巡ってきました。
真田十勇士は架空の人物ですが、一人一人得意とする武器があり真田幸村とともに活躍したヒーローです。
前から気になっていたので調べてみました。

①猿飛佐助
甲賀(滋賀県甲賀市に伝わる忍術)流忍術の名人
角間渓谷で修行をした。

②霧隠才蔵
伊賀(三重県伊賀地方)流忍術の名人
甲賀忍術と伊賀忍術は対の関係
名前にあるように霧から雲隠れの術を会得。	2022-10-29
	34	[image: 上田城豆知識]	上田城豆知識	上田城や藩主屋形（上田高校）の土塁、堀、城下の寺社の配置等には鬼門除けが見られます。真田氏の頃から設けられていたものとされているようです。鬼門とは北東の方位で、鬼が出入りする方角として忌み嫌われ上田城では、東北の角を落としていることが分かります。	2022-10-29
	35	[image: 城下町]	城下町	上田城の城下町はどこなのか疑問に思い調べてみると、海野町、原町、鍛治町、紺屋町、横町、柳町、田町の七つの町が上田の城下町であることが分かった。上田が宿場になると、海野町分に横町、原町分に柳町田町ができたようである。今は、柳町が残っている。上田城とその城下町の大部分は、真田氏の時代にすでに形成されていたといえる。上田城築城から約80年後の寛文3年（1663）の資料によれば、海野町、鍛治町、横町、原町、木町、柳町、紺屋町、田町という町分は、戸数350戸、人口2610人であったようだ。	2022-10-29
	36	[image: 上田城のトンネル]	上田城のトンネル	上田城の外側の堀ですが、実は昔電車が通っていました。上田交通真田傍陽線（さなだそえひせん）という電車が５０年間走っていました。
廃線となったのは１９７２年だそうです。なんか懐かしい感じ。知らんけど。	2022-10-29
	37	[image: 像]	像	上田城内にあった、真田幸村の青年期の銅像がありました。凛々しい顔つきをしていました。	2022-10-29
	38	[image: 真田神社]	真田神社	受験の時以来に真田神社に訪れたのですが、絵馬で飾られた道や真田像など綺麗で、歴史好きにはたまらない場所だなと感じました。今後も大事な時にはお参りしたいと思いました。	2022-10-28
	39	[image: 真田神社]	真田神社	真田神社は、 ２度に渡る圧倒的不利な状態の上田合戦に大勝利した真田幸村の神霊を祀っている神社。
 恋愛、学業、スポーツ、ビジネスなどで、真田氏の知略や勝運にあやかれるパワースポットとして人気の神社。	2022-10-28
	40	[image: 真田氏記念公園]	真田氏記念公園	NHKドラマ「真田太平記」の放映を記念してできた公園。
池波正太郎氏の筆になる「真田氏発祥の郷」の石碑や真田幸隆、昌幸、幸村の真田三代の肖像が並んでいる。	2022-10-28
	41	[image: 真田神社2]	真田神社2	真田神社には大きな真田の兜があります。
ぜひ、見てみて下さい。	2022-10-27
	42	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物⑤ 青年眞田幸村公之像]	上田城　二の丸跡の歴史物⑤ 青年眞田幸村公之像	幸村の初陣とされる第一次上田合戦頃の、青年・真田幸村をイメージして造型されたもの。彼の眼が見据える先は徳川の大軍である。
 https://kojodan.jp/castle/60/photo/229664.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　青年時代の真田幸村を表した銅像。眞田神社すぐ横にある。後ろには、壮大な景色が広がっていてとても綺麗でした。この銅像の場面は幸村の初陣、徳川との戦いを表しています。なんとこの戦いの結果は幸村が勝利を収め、大名として独立を確定させた戦いです。こう言ったことから眞田神社のご利益が「勝負運」なのかと考察できました。	2022-10-27
	43	[image: 真田幸村の神輿]	真田幸村の神輿	上田城周辺には真田幸村の神輿があります。近くに行ってみることはできませんが、遠くから見ることはできます。	2022-10-27
	44	[image: 上田城]	上田城	三つの写真の内、上田城・大阪城の記念碑は、上田・大阪両市長の友好城郭記念宣言を機にして設立したものである。石碑は旧真田城の石を使用しているらしい。	2022-10-27
	45	[image: 真田幸村]	真田幸村	上田市立美術館には真田信繁（幸村）の肖像画があり、
なんと複製品ではなく、本物なので見る価値ありです。	2022-10-27
	46	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物④ 眞田神社]	上田城　二の丸跡の歴史物④ 眞田神社	上田城本丸跡に鎮座する当社は、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。
 http://sanada-jinja.com/about/

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　上田城跡に鎮座する神社、行った時には人が多くいてお守りなどを買っているなどとても栄えていることがわかりました。歴史的に調べてみると、この神社は城主を御祭神として信仰する歴史があるそうです。ちなみにご利益は「勝負運」「学業成就」などです。	2022-10-27
	47	[image: 甘利探検隊～上田城編～]	甘利探検隊～上田城編～	10月20日に上田城にフィールドワークを実施しました。
城内にある真田神社の奥ゆかしさに感心しました。	2022-10-27
	48	[image: 真田神社]	真田神社	真田神社は、2度に渡る圧倒的不利な状態の上田合戦に大勝利をおさめた真田幸村の神霊を祀った神社。
恋愛、学業、スポーツ、ビジネスで「ここぞ！」という時に、真田氏の知略や勝運にあやかるパワースポットとして人気	2022-10-27
	49	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物③ 真田石]	上田城　二の丸跡の歴史物③ 真田石	　大手の石垣に巨石を用いる例は多く、城主はその権威を示すために、大きさを競ったという。真田石は、真田信之が松代に移封を命じられた際に、父の形見として持っていこうとしたが、微動だにしなかったという伝承がある。現在ある石垣は仙石忠政が造ったものであるが、真田石に寄せる人々の敬愛の情がうかがえる伝承である。
https://kojodan.jp/castle/60/memo/1938.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。東虎口櫓門を抜けるとすぐ横に大きな石垣があり、説明看板のようなものが石垣の前に設置されていました。そして気になり調べてみると、なんと、石の大きさで権威を示すということを知りました。実際に見てみると本当に大きくて、真田の権威の大きさを実感することができました。	2022-10-27
	50	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門]	上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門	天正11年（1583）真田昌幸によって築城された上田城は、第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城。春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、現在は信州上田真田丸大河ドラマ館が併設しており、信州上田の主たる観光地として観光客でにぎわいます。
 https://nagano-ueda.gr.jp/uedajo/about.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　上田城跡に聳え立つ大きな門、この門はなんと、大河ドラマだけでなくサマーウォーズに出てくる門のモデルにもなってるそうです。徳川軍を二度も撃退したなんて、凄く頑丈なことがわかります。歴史的にも、見た目も話題性がとても高い歴史物だと感じました！！	2022-10-26
	51	[image: 昭和の残り香を巡る～①上田城編～]	昭和の残り香を巡る～①上田城編～	上田城やその城下町が残る上田市、江戸時代より城下町として繁栄を続けてきた。今回の探求では知られざる明治から昭和時代の「昭和の残り香を巡る」というテーマで探求を行いました。
今回は「遊郭としての上田城」の紹介です。
遊廓（ゆうかく）とは、公許の遊女屋(女郎屋）を集め、周囲を塀や堀などで囲った区画のことです。
上田城は戦国時代、真田家の防衛拠点として大きな戦果を挙げた城で有名な場所であります。
一方、戦国時代が終わった後明治維新以降、二基の櫓は、払い下げが行われ、それぞれ金州楼、万富楼という名前を付けられ、昭和の初期まで遊郭の妓楼としての役割を果たしていました。
※妓楼→遊女を置いて客を遊ばせる家。
防衛拠点としての上田城は皆さんが良く知る歴史であります。しかしそれ以降の歴史は知らな	2022-10-25
	52	[image: 上田城の知られざる歴史]	上田城の知られざる歴史	上田城の入り口はいくつかありますが、市役所に最も近い入口は橋になっています。橋の下は昔堀がありましたが、ちょうど50年前までは、この場所に電車が走っていました。｢上田交通 真田傍陽線｣という路線で、写真の場所には｢公園前｣という駅がありました。橋の裏側には電車の架線の跡が残っています。	2022-10-25
	53	[image: 杉並木古株]	杉並木古株	正福寺の千人塚のすぐそばにあります。かつてここには杉の木が267本あったらしいです。杉の木は上田城築城の際に有名な真田幸村…の父親である真田昌幸が植えたと伝わっているそうです。	2022-10-24
	54	[image: 古城の門]	古城の門	真田家のお屋敷跡にある上田高等学校。上田高校はお堀や門に囲まれており、「古城の門」 と呼ばれる門は日本一格式高い校門として知られている。	2022-10-24
	55	[image: 上田城跡公園]	上田城跡公園	上田市1の観光スポット。真田昌幸が建て、徳川軍から2度も守った不落城である。春には千本桜まつりが開かれ大勢の人が訪れる。	2022-10-24
	56	[image: 安楽寺本殿]	安楽寺本殿	天長年間(824〜834)の創立と言われている。
曹洞宗の寺院
当時の国宝、重要文化財など、多くの鎌倉時代の文化遺産を貯蔵する、信州最古の貴重な禅寺となっている。
真田太平記では、真田幸村が別所温泉を訪れた際の常宿（隠れ宿）として、そして草のものの隠れ家として記されている。	2022-10-23
	57	[image: 上田市ならではのコンビニ]	上田市ならではのコンビニ	上田城近くのコンビニの外観。六文銭や真田が描かれているのは上田ならではといえる。コンビニの他にも、上田には真田モチーフのものが数多くあり、少し歩くだけで上田市の歴史に触れることができる。	2022-10-23
	58	[image: 上田城　二の丸跡]	上田城　二の丸跡	上田探検の西部地域の最終地点は、上田城の二の丸跡である。上田市に来たら訪れない人はいないのではないだろうか。第一次、第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城。大河ドラマ真田丸でも有名なこの地に、容易にアクセスできることは、非常に貴重なことであると再認した。	2022-10-21
	59	[image: 上田といえば…]	上田といえば…	上田と言えば、やはり、「真田」、上田城ではないでしょうか。この尼が淵は、下に千曲川が流れている場所に建設したことで堀として川を利用していたことを証明できる、最もわかりやすい場所であると思います。	2022-10-17
	60	[image: 真田石]	真田石	東虎口櫓門横の石垣にある高さ約2.5ｍ、幅約3ｍの大石。	2022-10-13
	61	[image: 芳泉寺の軒丸瓦]	芳泉寺の軒丸瓦	上田城の西に位置する芳泉寺。境内には真田信之正室の小松姫の墓所や上田城主仙石氏の廟がある。その一画に永楽通宝の紋が彫られた軒丸が見られる。なぜ永楽通宝であるのか調査が必要だ。	2022-10-13
	62	[image: 真田丸編]	真田丸編	真田ゆかりの地である上田城や、上田市観光会館に訪れました。上田城には、かつて信州上田真田丸大河ドラマ館がありました。信州上田真田丸大河ドラマ館は、2016年1月17日～2017年1月15日まで営業していたテーマパークです。当時は真田丸のファンが大勢上田城に訪れ、渋滞が起きていました。地元民としては、地元に訪れてくれる人が増え、誇らしく思っていました。しかし、上田城にあったプールが取り壊され、大河ドラマ館の駐車場になってしまったのは残念でした。惜しむ声が上がっていたのを覚えています。
ロケツーリズムのために、その地域の人の交流の場がなくなってしまったり、そこで暮らしている人の生活が変わってしまう恐れがある点が、ロケツーリズムのデメリットだと思いました。
また、大河ドラマ館は2017年に閉館しており、長	2022-08-10
	63	[image: 上田市観光会館]	上田市観光会館	上田城の目の前に位置する、上田市観光会館。1階はお土産処となっており、2階が観光案内所になっています。2階入口には、サマーウォーズのキャラクターたちの看板がお出迎えしてくれます。中に入ると、上田を舞台とした作品にちなんだ展示物があり、特に真田丸にちなんだ甲冑やとサマーウォーズをモチーフにした工芸品など、ファンにとっては欠かせないスポットになっています。上田市は映画のまちと言われるほど、多くの作品のロケ地になっていることをここに来てはじめてしりました。
　特に印象的だったものとしては、「聖地巡礼ノート」。表紙にはサマーウォーズでおなじみ細田守監督の直筆イラストが書かれています。これは案内所の窓口で見ることができ、旅の記録としてノートに直接書き込むことができます。現在ノートはNo.8まで	2022-08-09
	64	[image: 海野町商店街]	海野町商店街	サマーウォーズの聖地で、栄の死を知り、侘助が慌ててUターンしたのがこのあたり。映画では「上田わっしょい」で賑わう海野町商店街の様子が描かれていましたね。普段はあまり人通りの多い場所ではなく、のんびりとした空気がながれています。この商店街は食べ歩きにも適していて、抹茶アイスや、ご当地グルメのじまん焼きも売られています。
　お茶屋さんでもある喜光堂さんで抹茶アイスを注文。冷たくて、本格的な抹茶の味はとても夏にぴったりでおいしかったです。夏に訪れると、サマーウォーズの世界観そのままの雰囲気が楽しめるように感じました。
　余談ですが来る途中に真田一族の甲冑がデザインされた自動販売機もありました。	2022-08-09
	65	[image: 眞田神社]	眞田神社	上田城内でも賑わいを見せていたの眞田神社です。
写真スポットとして、神社の中には、直径2メートル、高さ2.7メートル、あの真田幸村が使っていたかぶとと同様に鹿角をつけた朱色の巨大なかぶとがあります。また涼しげな厄祓い風鈴が連なるきれいな場所もあり、いかにもインスタ映えしそうだなと思えるところです。　　
　私が独特だなと感じたのはおみくじ通りです。あまり他の神社では見られない、いろんな種類の趣向を凝らしたおみくじが所狭しと並んでいました。家族や友人と運試しをしてわいわい盛り上がれる良い思い出づくりになるのではないでしょうか。サマーウォーズの大ヒット祈願を行った場所でもありますし(ほんとに大ヒットになった)、ご利益も期待できそうですね。
　	2022-08-09
	66	[image: 上田城]	上田城	大きな門がお出迎えする上田城。ここで思い浮かべるとしたら真田一族をおいて他にないでしょう。真田の父、真田昌幸によって築城された上田城は第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城として知られています。NHKの大河ドラマ「真田丸」でも注目を集めました。また、上田城の東虎口櫓門（ひがしこぐち・やぐらもん）はサマーウォーズの陣内家の門のモデルになっています。
　観光客の姿は、門付近と真田神社で多くみられましたが、上田城跡公園内は忍者修練場などはあるものの、閑散としていている印象をもちました。
　途中に博物館もありましたが、人はあまり入っていないようでした。個人的な感想ですが、資料館には堅い雰囲気があり、気軽に入りずらいということと興味のない人は楽しみ方がわからないと	2022-08-09
	67	[image: 企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」]	企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」	★池波正太郎 真田太平記館

同館で3/26～6/19の期間、企画展「ご近所さんの近代遺産～原町通りの商店編～」が開催されています。
→企画展

原町の古い写真を柱に、原町の商店とも関連する事物を展示する企画です。森田屋石森呉服店の道具、西澤書店の大正・昭和期の帳簿の束、河合薬局の衝立、「本草綱目」、各商店の色刷り広告などが展示されていました。太平記館の展示は展示会場が狭いということもあり、関連の企画展示を具体的にどのようにキュレートすればよいかのよきお手本でもあります。無理せず、原町商店街の「昔」を手際よく展示構成していました。	2022-06-05
	68	[image: 益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館]	益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館	6/3(金)午後、池波正太郎真田太平記館で益子輝之さんによる特別講座「近代の上田について」を聴いてきました。

この講座は現在、同館で開催中の展示企画「ご近所さんの近代遺産　原町通りの商店編」(3/26～6/19開催)にちなむ企画です。益子輝之さんにお会いするのも、お話を聴くのも久しぶりです。コロナ禍がそうした機会を妨げていたことは手痛かったですが、徐々に復調の方向には向かうことでしょう。

「近代の上田」というお題でしたが、前段でもある近世（江戸時代）のお話も長く、いつから近代に入るのかな？と思いながら、お話に聴き入ってしまいました。

明治２年に起きた青木騒動にまつわるお話は特に興味深く、神社の変遷、中納言などの位、明治天皇の御巡幸など、次から次へと矢継ぎ早に話は進み、メモしようがないぐらいに	2022-06-05
	69	[image: 海應院]	海應院	天文5年に創建された曹洞宗の古い寺。昔は小諸城内五軒町にあり、関ヶ原合戦の際に真田氏を攻めた徳永秀忠の宿舎にもなった。小諸市の花である｢コスモスミレ｣を見ることが出来る。寺までの石畳が距離があり、中に入っていくと外の喧噪が遠くなっていくのを肌で感じることが出来る。	2022-05-05
	70	[image: 安居神社]	安居神社	こちらは、大阪にある安居神社。真田幸村終焉の地です。
父が始めた印刷会社のすぐ近くにありました。上田へ行き来していてもあまり意識したことなく、ひっそりとしたお社だなという印象。
真田丸前後に整備されて銅像ができました。
命日の頃には、はるばる上田の方からお参りに来られる団体もあるようです。その時代に先祖が関わったかは不明です。甥は真田丸のあった上町にある学校に通っています。勝手にご縁を感じています。	2022-03-01
	71	[image: 戦国時代の上田城]	戦国時代の上田城	戦国時代、天才的な軍略家として称された真田昌幸が、上杉家に対抗するため徳川家康を説得し、上田城を築城した。上田城の築城構想は、実に巧みなものとなっている。

千曲川の北岸一帯は、神川や矢出沢川が作った谷間にある、勾配の大きな扇状地となっており、千曲川の河岸段丘となっている。そのため、大外堀の役割を果たしているため、簡単には攻め込まれない。城の南端でも、千曲川の分流が高低差の大きな岸をつくっていることや、対岸や東側も難攻不落の地となっている。

この時代から土地を生かした築城がされていたとは驚きで、上田の土地柄ならではのことであると感じた。


参考文献・資料
・信州街あるき　上田城址を訪ねる

・上田城跡	2022-02-04
	72	[image: 上田の地質変化の変遷]	上田の地質変化の変遷	上田地域が誕生したのは、今から2000万年前にもなる。

マグマの移動によって日本列島がアジア大陸から切り離される、という大きな変動があった。その動きの中でできたのが「フォッサマグナ」であり、上田は1700万年前にこの地殻変動によって誕生したといわれている。

陥没していたため、あたり一帯は深い海であった。しかし、1200万年前にマグマの活動によって海底が隆起し、次第に浅い海となっていった。やがて陸地が広がっていき、今から100万年前に現在の上田に近い土地へと変わっていった。

上田が誕生したころは、陥没の影響で深い海となっていたことに驚きを感じた。最初から陸地が広がっていたわけではないということだった。


参考文献
・真田坂　2019年4月　No.26	2022-02-04
	73	[image: 松平忠固とは]	松平忠固とは	　松平忠固(1812年～1859年)は上田藩の第6代藩主(上田城主に直すと真田昌幸から数えて11代目)で、日米和親条約と日米修好通商条約の調印時に老中を務めた人物である。最初の老中就任時は「忠優(ただます)」という名で、二度目の時は「忠固(ただかた)」に改名している。
忠固は終始一貫して開国と交易を主張し、徳川斉昭や井伊直弼と対立しながらも二つの条約の調印を断行した。その一方で、養蚕業を推進して海外輸出の地盤を固め、日本経済の礎を築いた。	2022-02-08
	74	[image: 上田別所線の歴史]	上田別所線の歴史	かつて、この上田盆地には、北は真田町（現上田市）、南は丸子町（現上田市）、西は青木村と縦横無尽に鉄路が張り巡らされ、その全長は57.2kmに及びました。そうした鉄路も今や別所線11.6kmを残すのみとなっています。
これは当時の北東線　公園前駅の写真。	2022-02-07
	75	[image: まとめ]	まとめ	上田城を観光して、地域の歴史を知り、代表的な場所をめぐり、改めて真田氏について学べた。 上田創造館では、農具や再現された鍛冶屋の職場や農家の暮らしや商家の生活を垣間見れた。日本史の教科書にでできた現物をみれて楽しめた。 信州大学繊維学部では、上田地域では養蚕業が盛んだったことが登録有形文化財が現存することによって、実感した。また、天皇陛下が訪れたことに驚いた。	2022-02-02
	76	[image: 真田十勇士]	真田十勇士	真田十勇士の一人、三好清海入道の像。物陰にありわかりにくかったが、海野街商店街に潜んでいたので見つけることができた。	2022-02-02
	77	[image: 真田十勇士]	真田十勇士	真田十勇士の一人、根津甚八の像。車通りが多く、撮影するのに少し苦労した。	2022-02-02
	78	[image: 真田十勇士]	真田十勇士	真田十勇士の一人、霧隠才蔵の像。柳町の付近にあった。	2022-02-02
	79	[image: 真田十勇士]	真田十勇士	真田十勇士の一人、望月六蔵の像。普段通らないところにあったので、見つけるのに苦労した。	2022-02-02
	80	[image: 真田十勇士]	真田十勇士	道で発見した真田十勇士の一人、海野六蔵の像を見つけた。	2022-02-02
	81	[image: 上田藩主居館]	上田藩主居館	　現在上田高校がある場所には、かつての真田氏以降、仙石氏、松平と続いた上田藩主の居館がありました。一般的に城主の御殿は城の本丸に設けられていますが、上田城は徳川家に恨みを買っていた歴史的背景があり、三の丸とはいえ城の中心からだいぶ離れた場所に建てられました。同行東側の表門と、その両脇に続く土塀、堀、土塁は上田市の文化財に指定されています。	2022-01-31
	82	[image: 上田紬について①]	上田紬について①	〇紬とは
紬とは、紬糸を平織りにした絹織物で作られた着物のこと。 絹特有の光沢を持つ生糸とは違い、紬糸で織られた生地は落ち着いた光沢と凹凸のある表面で独特の風合いがある。 丈夫で軽く、普段着やちょっとしたおしゃれ着におすすめな着物で、最初はかっちりとした着心地ですが、着慣れるほどに柔らかく馴染んできます。簡単に言うと、糸を先に染めたあとに布を織る絹織物でかつ、カジュアル
用のきもののことです。

〇上田紬の魅力
目の細かい糸使いでしっかりと織り込まれていて丈夫で強い。縞・格子柄が多く、　シンプルで飽きのこないデザインで江戸時代から織り継がれている。また、大島紬や結城紬と並ぶ日本の三大紬として知られ、紬の中でも軽くて丈夫なことから全国で広く愛用されてきた。


〇上田紬の歴史
今から	2022-01-27
	83	[image: 石湯(いしゆ)真田幸村公隠しの湯について]	石湯(いしゆ)真田幸村公隠しの湯について	石湯は真田幸村公隠しの湯とも言われています。
大河小説「真田太平記」に、別所の湯がしばしば登場します。

物語の仲で重要な位置を占める向井佐平次が真田幸村と初めて逢うのも、その幸村が女忍者の、お江（こう）と結ばれるのも別所の岩の間から湧きだす温泉の白い湯気の中だったそうです。

そして、関ヶ原の合戦には真田の忍者草の者達が、別所の里に身を潜めて上田城に篭城する昌幸親子をじっと見守っていたそうです。

今も豊かに岩の間から湧きだす温泉の石湯は真田氏にとって真田氏にとって大切な隠し湯だったそうです。 

その前に建つ「真田幸村公隠しの湯」の票石は真田太平記の作者、池波正太郎氏の筆の物だそうです。	2022-01-26
	84	[image: 飲泉搭について]	飲泉搭について	３か所の外湯の近くには引用専用の「飲泉搭」があります。

飲泉搭は
石湯前、北向観音参道、大湯前の３つありました。
１つ目の石湯前の飲泉搭には「真田幸村公　隠しの湯
２つ目の北向観音参道には「慈覚大師之湯」
３つ目の大湯前には「木曽義仲ゆかりの葵の湯」
と書かれていました。

飲泉搭の横には注意書きがあり以下のようにあります

・温泉飲用の1回の量は一般に100〜150ml程度とし、その1日の量は200〜500mlまで
・食前30分～1時間がよい
・夕食後から就寝前の飲用はなるべく避ける
・15歳以下の方は原則的に飲用は避ける

実際に飲んでみると少し熱くて硫黄の匂いがしてゆで卵を食べているような気分になりました。

適量飲むことで健康にもいいそうです。

糖尿病、痛風、便秘などの効果も期待できるそうです。	2022-01-26
	85	[image: ため池の歴史③]	ため池の歴史③	この資料から、塩田のため池がいつ頃造られたものなのか読み取ることが出来る。

真田氏の時代（1622年まで）には、山田池、舌喰池、小島池、甲田池などの広大な池が修造築または新築された。
そして、仙石氏の時代（1706年まで）には、手洗池、上原池、上窪池、山田新池などが造られた。この時代は、どの大名も領内の新田開発に力を入れた時代であるため、仙石氏もため池の築造・修造に力を入れたことが分かる。
松平氏の時代（1867年まで）に造られたため池は小さいことが見受けられるが、この時代のため池政策は、従来のため池の堤塘の高さを増し、貯蓄量を増大させるものであったからである。

〈参考文献〉
信州上田　塩田の里
http://www.shiodanosato.jp/tameike/rekishi.php	2022-01-26
	86	[image: 千曲川を駆けた戦国武将]	千曲川を駆けた戦国武将	千曲市の上流、佐久・小諸地域は、武田信玄のゆかりの地が多いです。

佐久市新海三社神社は武神が祀られており、信玄が箕輪城攻めをする際、祈願文を奉納したり、川中島合戦前に戦勝祈願した生島足島神社があります。ここの神社は、家内安全、健康長寿、安産祈願などの御利益があり、結婚式を挙げる方もいらっしゃいます。


続いて、甲斐の武田信玄が、越後の上杉謙信と覇を争った、5回、12年にわたる戦いの中で、信玄が戦勝を祈った寺社についてです。

川中島合戦の1回目の戦いは、天文22年(1553)、長野市布施、続いて千曲市八幡で行われ、この「布施の戦い」で信玄は後退する。このとき、上杉謙信が攻略した千曲市荒砥城は、現在史跡公園として整備されています。

3回目は、弘治3年(1557)長野市上野原で行われ、戦の前に、謙信は千	2022-01-26
	87	[image: 身代わり地蔵]	身代わり地蔵	昔真田町にやぶやの長者という金持ちがいた。その家では、こふじと呼ぶ下女がいた。こふじは、主人の長者に弁当を届けに行った。その途中に地蔵様が祭られていたので、こふじは弁当からすこしとっておそなえをした。
さて、弁当を開けた長者はおどろいた。こふじが弁当を食べたと思い込み、焼けた火ばしでこふじをたたいた。その時不思議なことにこふじの姿は消えてしまった。
そのあと、地蔵様を見るとたたかれた跡が残っていた。
地蔵様が信心深いこふじの身代わりになったのだった。	2023-05-06
	88	[image: 別所温泉の利用者数の推移]	別所温泉の利用者数の推移	2002年～2020年の別所温泉の利用者数を調べ、グラフにした。
2002年からゆるやかに減少しているが、2016年に大きく増加している。理由としては、2016年に放映されたNHK大河ドラマ「真田丸」の放送で上田地域の知名度が上がり、利用者が増加したことが考えられる。
2020年は新型コロナウイルスの影響で利用者が大きく減少している。
出典：観光地利用者統計調査/長野県https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/toukei/riyousya.html	2022-01-26
	89	[image: 会見之地]	会見之地	真田と徳川の合戦のなかで国分寺が登場するのが第二次上田合戦。この地で1600年9月（慶長5年）「国分寺の会見」が行われたとされている。真田が徳川秀忠の軍を足止めしたことで秀忠は関ヶ原の戦に間に合わず、後の家康と秀忠の関係に影を落としたそう。	2022-01-26
	90	[image: 抜け道、近道としての山道]	抜け道、近道としての山道	名前の通り、その山道を通ると近道になるような山道。
上田周辺だと国道143・144・254号なんかはそうだろう。
例えば、144号なら東御・小諸・軽井沢から上るよりも早く、簡単に嬬恋方面へ抜けられる。
254号なら松本へのアクセスが容易になっている。
真田に住む人からすれば、県道35号も長野市への近道になるだろう。
長野県は平地より山地のほうが多い関係上、平地を伝うより山道を作った方がいい場合がある。	2022-01-24
	91	[image: 真田街道へ]	真田街道へ	真田街道ののれんが立ち並んでおり、暗い中でも
目立っていました。
交差点付近に石碑が建てられており、
車通りの多い道路がすぐそこにあって騒がしい感じがしていたけれど、歴史を感じる静かな雰囲気がありました。

真田氏　祖父幸隆、父昌幸、兄信之が統治した地を結ぶ街道の通称で、江戸期には嬬恋村を通って高崎市方面へ抜ける街道を上州街道、信州街道と呼び、高崎市から沼田市を通って片品村、会津方面へ抜ける街道を会津街道(群馬県側の総称)、沼田街道(福島県側の総称)と呼んでいたとされています。

URL：https://www.city.ueda.nagano.jp/contents/sanadakaidou/	2021-12-15
	92	[image: あんかけ焼きそばとの出会い]	あんかけ焼きそばとの出会い	　以前から耳にしていた「上田に来たならあんかけ焼きそばを食べるべき」というおすすめを聞いて、気になっていました。バス停から少し上り坂を上ったところにあるお店「しんりん」さんで無事いただくことができました。

　酢とからしをかけて食べた方がさらにあんかけ焼きそばの真価を味わえたと思いますが、忘れてしまい、かけずに食べきってしまいました。

　それらを抜きにしても、濃すぎず、冷たい体に染みるような、ちょうど良い温かさのあんかけと、焦げ目がついて香ばしい味がするちりめんが程よいバランスでとても美味しかったし、ボリュームがあるあんかけ焼きそばをお腹いっぱい食べることができて、あんかけ焼きそばへの好感度が上がりました。

発祥は、真田坂を上った先にある海野町商店街を左折したところにある福	2021-12-15
	93	[image: 上田藩主]	上田藩主	上田と言えば真田氏が思い浮かぶが、その後の仙石氏・松平氏の治政はどのようなものだったのか気になったので調べ、それぞれを比較してみたいと思う。
参考資料については、上田市立博物館やデジタルアーカイブなどを活用して調べていきたい。	2021-12-21
	94	[image: 標高605m]	標高605m	上田駅発の菅平線バスに乗り、揺られること20数分…
スポットライトに照らされた「幸村の里」の大きな看板を目印に、降車を決意しました。

降りたのは「殿城口」というバス停でした。

この写真は、歩道を歩いていて目に入ってきた看板を撮影したものです。上田市は上り坂も下り坂も多く、山の上にいる事を体感しますが、こうして看板を見ると、より山の上にいることを実感します。	2021-12-15
	95	[image: 上田城散策① 真田石]	上田城散策① 真田石	大きな石垣が目を引く真田石。真田信之が父の形見として持って行こうとしたが微動だにしなかったという言い伝えがあるそう。どこの石垣を見てもそうだが、どういった技術で石をこんなに高く積んだのかとても気になる。	2021-12-21
	96	[image: 温泉(大湯・石湯・大師湯)]	温泉(大湯・石湯・大師湯)	大湯
北条義政や木曽義仲が愛妾である葵御前としばしば入浴したと言われている。北条義政が浴室を建てたことから「北条湯」、葵御前にちなんで「葵の湯」とも呼ばれていたが、後にその溢れ出る湯の量の多さから「大湯」に改められた。

石湯
池波正太郎の代表作「真田太平記」で真田幸村と女忍者・お江が、ここ石湯で出会いその後結ばれるというエピソードから真田幸村の隠し湯であったと言われている。

大師湯
天長2年(825年)比叡山延暦寺の座主円仁慈覚大師が北向観音建立のために来る度に、好んで入浴したことからこの名がつけられた。かつては、北向山に参詣した籠の者が夜通し入れ替わりで利用したため籠の湯とも呼ばれていた。また、昔矢傷を負った雉子(キジ)が傷を癒やしたことから「雉子湯」と呼ばれたこともあった。	2021-12-21
	97	[image: 上田駅お城口]	上田駅お城口	上田駅といえば、真田氏ゆかりの六文銭マークのイメージが強いと思います。駅前の広場には真田幸村の騎馬像もあります。馬にまたがる勇ましい姿が印象的です。
周辺には中国寧波市から寄贈された石刻獅子像や、上田駅再開発のモニュメントとして作られた水車などがあります。どれも上田駅のシンボルとして親しまれています。	2021-12-21
	98	[image: 上田らしさ]	上田らしさ	上田駅のすぐ近くにあるこの水車。そして銅像。初めて上田駅に訪れた時から感じてはいたが、駅の改札を抜けてからここまで市の特徴が入りやすい駅は興味深い。というのも、私は、駅はその場所のファーストインプレッションであり、その地域の雰囲気を掴む大切な場所だと考えている。駅の中で目にしたモチーフ、上田であれば真田という大きな売り出しポントが駅の中にも、街の中にも全面的に出されているのが非常に面白く、街を歩くのが楽しかった。	2021-12-20
	99	[image: 柳町]	柳町	柳町が面する通りは北国街道といい参勤交代の大名や佐渡金山の金の通路、庶民の善光寺参りの参道として賑わったそう。

柳町のホームページによれば、真田信之が藩主になってからの『元和年間上田城図』には柳町の名前が掲載されているそうだ。（https://yanagimachi-ueda.jp/history）	2021-12-20
	100	[image: 山道の役割]	山道の役割	色々な山道を通ってきてわかってきたことは、町から町へ通り抜けるための山道と、ドライブスポットとしての山道に分けられることだ。
通った道の例を挙げると、前者は鳥居峠や新地藏峠が当たる。しかし、新地藏峠に関しては真田町やそれより北の地域から長野市に行くときは近道になるが、上田市街地からなら街中を通った方が近道になる。
後者は、美ヶ原公園西内線・長野県道178号・ビーナスライン、記事には上げていないが室賀峠等が挙げられる。
平地の道路網が発達するにつれ、走りにくく時間のかかる峠道の使用率は減り、廃道化の進む道が出てくるのだろう。	2021-12-17

  ≪  1  2  3  4  5  ≫


			
			
				[image: 地図で見る]
				

			

トップページへ戻る


				

				
					[image: キーワード]
						上田城(49)
	上田市(42)
	歴史(41)
	商店街(38)
	松尾町(37)
	松尾町商店街(37)
	真田坂(37)
	真田氏(26)
	上田(24)
	真田幸村(21)
	神社(20)
	真田(18)
	真田傍陽線(16)
	真田丸(14)
	上田城跡公園(13)
	観光(13)
	真田昌幸(10)
	上田交通(10)
	廃線跡(10)
	真田神社(10)
	真田十勇士(8)
	生島足島神社(8)
	私の地域探求(8)
	鉄道(8)
	六文銭(7)
	自然(7)
	長野県(7)
	桜(6)
	温泉(6)
	別所線(6)
	城(6)
	上田紬(6)
	信州上田学(6)
	城下町(5)
	上田駅(5)
	お寺(5)
	長野(5)
	海野町商店街(5)
	眞田神社(5)
	日本遺産(5)
	サマーウォーズ(4)
	蚕都上田(4)
	井戸(4)
	公園(4)
	観光スポット(4)
	橋(4)
	柳町(4)
	絵馬(4)
	居酒屋(4)
	上田の歴史(4)
	#信州上田学(4)
	#上田城(4)
	町歩き(4)
	蚕糸業(3)
	城跡(3)
	散歩(3)
	真田石(3)
	長野大学(3)
	歴史スポット(3)
	廃線(3)
	人物(3)
	寺(3)
	おみくじ(3)
	カフェ(3)
	薬局(3)
	海野町(3)
	　地域探検(3)
	真田家(3)
	近代(3)
	山道(3)
	別所温泉(3)
	真田町(3)
	山家神社(3)
	真田氏ゆかりの地(3)
	マンホール(3)
	交通(3)
	観光地(2)
	二の丸跡(2)
	＃生島足島神社(2)
	まちあるき(2)
	上田合戦(2)
	徳川(2)
	跡地(2)
	駅(2)
	新幹線(2)
	仙石氏(2)
	お土産(2)
	別所(2)
	北国街道(2)
	大輪寺(2)
	上田城址公園(2)
	トンネル(2)
	文書(2)
	上田市史(2)
	地域史(2)
	農民美術(2)
	村上(2)
	金髪(2)
	像(2)
	幸せ(2)
	恋愛成就(2)
	寺院(2)
	日本博覧図(2)
	松平神社(2)
	上田駅周辺(2)
	看板(2)
	坂(2)
	喫茶店(2)
	ホテル(2)
	駐車場(2)
	カメラ屋(2)
	衣料品店(2)
	高市神社(2)
	写真スポット(2)
	スポット(2)
	鳥居(2)
	聖地巡礼(2)
	願行寺(2)
	月窓寺(2)
	地域探検(2)
	＃真田氏(2)
	武田信玄(2)
	徳川家康(2)
	宮城県白石市(2)
	阿梅(真田幸村の娘)(2)
	仙石真田家(2)
	製糸(2)
	地域学(2)
	関ヶ原の合戦(2)
	ドライブ(2)
	石湯(2)
	真田街道(2)
	塩田(2)
	池波正太郎真田太平記館(2)
	西部地域(2)
	杉並木古株(2)
	東虎口櫓門(2)
	石垣(2)
	文化(2)
	小岩井紬工房(2)
	#上田市(2)
	地域学習(2)
	上田電鉄(2)
	松平氏(2)
	電車(2)
	信州上田祇園祭(2)
	蚕業(2)
	産業(2)
	野菜(2)
	ツツジ(2)
	市花(2)
	銭澤時計店(1)
	グッズ(1)
	商品(1)
	甲冑(1)
	足軽屋敷(1)
	木町(1)
	千本桜まつり(1)
	イベント(1)
	おすすめ(1)
	二の丸(1)
	＃真田幸村(1)
	＃日本の中心(1)
	＃式内大社(1)
	＃子安社(1)
	夫婦欅(1)
	＃家族幸せの欅(1)
	＃県宝(1)
	＃武田信玄(1)
	＃真田信幸(1)
	神川合戦の地(1)
	神川(1)
	手作り(1)
	新型コロナウイルス(1)
	史跡(1)
	景色(1)
	木(1)
	信州大学(1)
	繁華街(1)
	水車(1)
	御祈祷(1)
	明治時代(1)
	信州(1)
	安楽寺(1)
	池(1)
	 上田市(1)
	 上田城(1)
	 花見(1)
	 観光(1)
	 桜(1)
	 真田(1)
	 歴史(1)
	 日本夜景遺産(1)
	 イベント(1)
	柳町屋(1)
	真田REDアップル(1)
	長門牧場のソフトクリーム(1)
	シール　(1)
	水源(1)
	みず(1)
	恵(1)
	おしゃれ(1)
	レトロ(1)
	パン屋(1)
	酒造(1)
	雑貨(1)
	社寺(1)
	禅宗(1)
	上田城址公園櫓門(1)
	公園北観光駐車場からの入り口(1)
	真田神社境内(1)
	花木園入口(1)
	ベンチ(1)
	広場のベンチ(1)
	公園前駅(1)
	架線柱(1)
	橋脚(1)
	樋之沢駅(1)
	伊勢山トンネル(1)
	上田市誌(1)
	市史(1)
	旧上田市(1)
	丸子町誌(1)
	真田町誌(1)
	武石村誌(1)
	丸子町史(1)
	真田町史(1)
	武石村史(1)
	郷土史(1)
	画像(1)
	バリアフリー(1)
	入口(1)
	シティプロモーション(1)
	駅前食堂(1)
	北本原駅(1)
	食堂(1)
	真田駅(1)
	曲尾駅(1)
	仙之助(1)
	上田城東虎口櫓門(1)
	長谷寺(1)
	真田幸隆(1)
	こっぱ人形(1)
	スケッチ(1)
	写生(1)
	コマ撮り(1)
	ようこそ上田(1)
	砥石城(1)
	米山城(1)
	山城(1)
	砥石崩れ(1)
	火術が得意(1)
	エモい(1)
	火遁業火球の術はギリ打てる(1)
	コンビニのラルフローレン(1)
	モニュメント(1)
	忍者(1)
	小さい(1)
	交差点(1)
	かっこいい(1)
	イケメン(1)
	影武者(1)
	火遁(1)
	眞田(1)
	遊び心(1)
	水(1)
	流行り(1)
	インスタ映え(1)
	祈願(1)
	学業成就(1)
	健康祈願(1)
	赤(1)
	ヒストリー(1)
	恋愛(1)
	お願い(1)
	お正月(1)
	外国人(1)
	遊園(1)
	子ども(1)
	親子連れ(1)
	休日(1)
	子育て(1)
	運動(1)
	アトラクション(1)
	アスレチック(1)
	滑り台(1)
	パパ(1)
	ママ(1)
	占い(1)
	水で浮き出る(1)
	幸せおみくじ(1)
	大吉(1)
	多いねん(1)
	合格祈願が多め(1)
	夢(1)
	愛(1)
	希望(1)
	エモ(1)
	わらじ門(1)
	信州物見湯産手形(1)
	お風呂(1)
	おふろ(1)
	入浴施設(1)
	湯めぐり(1)
	大輪精舎(1)
	寒松院(1)
	銅版画(1)
	歌舞伎座(1)
	まとめ(1)
	今日も上田民(1)
	落ちない城(1)
	夜景(1)
	魚民(1)
	飲食店(1)
	リンズコーヒー(1)
	コーヒー(1)
	みすゞ飴(1)
	飴(1)
	飯島商店(1)
	和菓子屋(1)
	上田プラザホテル(1)
	宿泊(1)
	たばこ店(1)
	たばこ(1)
	旧たばこ店(1)
	旧安田たばこ店(1)
	プラザホテル(1)
	旧クリーニング屋(1)
	クリーニング(1)
	クリーニング松屋(1)
	やまぎわ薬局(1)
	松尾カメラ(1)
	えんぎや京町家(1)
	三井住友銀行(1)
	銀行(1)
	大正館えんぎや(1)
	旧大正館えんぎや(1)
	若林陶器(1)
	陶器店(1)
	コエダ時計店(1)
	時計店(1)
	理容店(1)
	理容タケウチ(1)
	旧レオパレス21(1)
	タピラボ(1)
	タピオカ(1)
	信学会(1)
	上田予備校(1)
	昭和商事(1)
	保険代理店(1)
	ルカドル(1)
	フランス料理店(1)
	bb(1)
	ブラウスビューティフル上田店(1)
	学志ゼミナール(1)
	学習塾(1)
	旧上田情報ビジネス専門学校(1)
	有料駐車場(1)
	いけだ薬局(1)
	清水書店(1)
	本屋(1)
	メガネのヤジマ(1)
	眼鏡(1)
	眼鏡屋(1)
	なかむら(1)
	Nakamura(1)
	旧むぎの里(1)
	千串屋(1)
	焼き鳥屋(1)
	ホケン堂藤岡薬局(1)
	アサヒカメラ堂(1)
	旧玉井フルーツ店(1)
	VACILANDO COFFEE(1)
	ヴァシランドコーヒー(1)
	万年筆店(1)
	万年筆の庄村(1)
	但馬軒(1)
	精肉店(1)
	フードショップみやした(1)
	ヨロズヤ(1)
	アクセサリー修理(1)
	時計修理(1)
	cafebosso(1)
	Nofy(1)
	美容院(1)
	ナオミ(1)
	海野町通り(1)
	うちいれ(1)
	郷土料理(1)
	上田盆地(1)
	麺料理(1)
	情報通信文化論(1)
	学生(1)
	キュレーション(1)
	地域探求(1)
	海野町史(1)
	海野宿(1)
	白鳥神社(1)
	未成線(1)
	学業祈願(1)
	大きな兜(1)
	招魂社(1)
	地域探索(1)
	英霊(1)
	戦争(1)
	上田招魂社(1)
	歴史人物(1)
	御神橋(1)
	コロナ対策(1)
	非接触お参り(1)
	千本桜祭り(1)
	日輪寺(1)
	曹洞宗(1)
	海野小太郎幸義公(1)
	御立像(1)
	観音堂(1)
	勢至堂(1)
	永平寺開山高祖道元禅師(1)
	総持寺開山太祖瑩山禅師(1)
	山照天(1)
	　上田指定文化財(1)
	新しい(1)
	切妻造(1)
	本瓦葺(1)
	木造菩薩立像(1)
	胡粉彩色(1)
	軒唐破風(1)
	曳き屋移転(1)
	願行寺四脚門(1)
	海野町市神高市神社(1)
	　高市神社(1)
	　海野町商店街(1)
	大黒天(1)
	真田昌幸公(1)
	運の石(1)
	御祭神(1)
	原田市神社(1)
	長野銀行側(1)
	守護神(1)
	お供え(1)
	第二次世界大戦(1)
	チャラ金騒動(1)
	赤松小三郎(1)
	龍(1)
	墓(1)
	真田隆永公(1)
	ツルヤ上田中央店(1)
	＃塩田城(1)
	＃石碑(1)
	＃北条義政(1)
	＃城跡(1)
	＃廃城(1)
	＃武田氏(1)
	＃長野県(1)
	＃上田市(1)
	＃塩田(1)
	真田三代(1)
	真田幸村(信繁)(1)
	真田信之(1)
	上田藩(1)
	上田交通真田傍陽線(1)
	堀(1)
	イチョウ(1)
	歴史ロマン(1)
	天文１７年(1)
	信濃国(1)
	村上義清(1)
	武田四天王(1)
	合戦(1)
	板垣信方(1)
	甘利虎泰(1)
	武田(1)
	上杉(1)
	寛永(1)
	１５８３年築城(1)
	増築(1)
	跡(1)
	日暮れ(1)
	絵馬の道(1)
	静かな神社(1)
	穏やか観光(1)
	癒やしの神社(1)
	上田アピール(1)
	真田地区(1)
	十福の湯(1)
	フクロウ(1)
	彫刻(1)
	地蔵温泉(1)
	天然温泉(1)
	動物(1)
	可愛い(1)
	傑山寺(1)
	仙台真田家(1)
	片倉小十郎景綱(1)
	月心院(1)
	片倉小十郎重長(1)
	清林寺(1)
	三井奉膳(1)
	寺社(1)
	当信寺(1)
	真田大八(片倉守信)(1)
	大坂夏の陣(1)
	片倉重長(1)
	蚕種製造(1)
	養蚕(1)
	蚕糸王国信州(1)
	前川道博(1)
	ポスト蚕糸業(1)
	蚕糸王国信州ものがたり(1)
	上田蚕種(1)
	旧常田館製糸場(1)
	上塩尻蚕種製造民家群(1)
	セイコーエプソン(1)
	片倉工業(1)
	近代産業(1)
	産業史(1)
	シナノケンシ(1)
	岡谷蚕糸博物館(1)
	駒ケ根シルクミュージアム(1)
	サントミューゼ(1)
	旧林家住宅(1)
	疎開企業(1)
	近代化産業遺産(1)
	信州紬(1)
	伝統的工芸品(1)
	上田蚕糸専門学校(1)
	小県蚕業学校(1)
	繊維工学(1)
	素材開発(1)
	シルクソープ(1)
	新しい蚕業(1)
	世界遺産(1)
	富岡製糸場(1)
	人物伝(1)
	蕎麦(1)
	手打ち(1)
	そば処　倉乃(1)
	キュレーション学習(1)
	地域課題発見(1)
	地域活性化(1)
	上杉氏(1)
	徳川秀忠(1)
	明治維新(1)
	徳川氏(1)
	＃上田城(1)
	　＃文化(1)
	＃観光(1)
	＃公園(1)
	＃観光名所(1)
	＃歴史(1)
	＃フォトスポット(1)
	峠(1)
	街歩き(1)
	廃道化(1)
	大湯(1)
	大師湯(1)
	山(1)
	標高(1)
	バス(1)
	寒い(1)
	あんかけ焼きそば(1)
	名産(1)
	グルメ(1)
	お腹いっぱい(1)
	家族で(1)
	食事処(1)
	地蔵様(1)
	千曲川(1)
	戦国武将(1)
	ため池(1)
	飲泉塔(1)
	効能(1)
	大河小説(1)
	外湯(1)
	紬(1)
	伝統(1)
	小諸市(1)
	歴史的建造物(1)
	鐘(1)
	益子輝之(1)
	講演(1)
	講座(1)
	写真(1)
	原町(1)
	ドラマ(1)
	セブンイレブン(1)
	遺構(1)
	昭和時代(1)
	鬼門(1)
	蚕糸(1)
	松代(1)
	風鈴(1)
	夏(1)
	地域(1)
	上田探検隊・中間まとめ(1)
	課題発見ゼミ(1)
	アリオ神社(1)
	#月窓寺(1)
	#日輪寺(1)
	信仰(1)
	上田マルチメディア情報センター(1)
	情報(1)
	塩田鯉(1)
	蚕種(1)
	国宝(1)
	松本城(1)
	elaboration(1)
	#上田市を盛り上げよう(1)
	塩田平(1)
	デザイン(1)
	デジタルコモンズ(1)
	上田小県(1)
	真田マーク(1)
	尼が淵(1)
	松平忠愛(1)
	上田城跡(1)
	温泉、観光、(1)
	観光名所(1)
	大河ドラマ(1)
	NHK大河ドラマ(1)
	県宝(1)
	朱色(1)
	夏至(1)
	冬至(1)
	神前挙式(1)
	七五三(1)
	上田城千本桜祭り(1)
	花見(1)
	上田天満宮(1)
	十勇士モニュメント(1)
	上田市役所(1)
	平成の大合併(1)
	上田市合併(1)
	記憶(1)
	記録(1)
	上田市千本桜まつり(1)
	上田市歴史スポット(1)
	上田城　歴史　景色(1)
	名所(1)
	お祭り(1)
	松平忠周(1)
	松平忠礼(1)
	紺屋町八幡神社(1)
	祇園祭(1)
	太陽と大地の聖地(1)
	信州上田(1)
	下之郷駅(1)
	下水道(1)
	上田市章(1)
	合併(1)
	クローバー(1)
	ハンドホール(1)
	地域探究(1)
	学習成果(1)
	地域キュレーション(1)


				

				

				

			



ログイン　トップページへ


			
		


	
	
		
			[image: ]
			©  信州上田学プロジェクト

		

		
						はじめての方へ|			利用規約|			投稿上の注意|			お問い合わせフォーム
		

	
	

